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　平成２５年３月１９日 ( 火 )井原市芳井生涯学習センターにて、ボランティアの皆様に日頃の感謝を
込めて交流会を開催しました。今年は全て井原市内の出演者の方々によって舞台を盛り上げていただ
きました。ボランティア活動でご活躍の皆様、いつもありがとうございます！！(̂ ○ )̂

♪♪「みんなの力にありがとう」フィナーレで大合唱

黄門様が井原に
やってきた～！

「はっちゃん

  Ｆａｍｉｌｙ」

  のみなさん

「フイ・フラ・オ・ナニプア」のみなさん

大盛況だった
福祉事業所販売
コーナー バッチリ息のあった

ダンスや踊りで
キメポーズ★

「ザ・ＭＯＭＯ」のお二人

東日本大震災復興支援東日本大震災復興支援

ありがとう！

  ボランティア交流会
ありがとう！

  ボランティア交流会

第144 号
平成 �5 年

5 月15 日発行

この広報紙は、共同募金の配分金の一部で作られています。
ホームページアドレス：http://www.fukushiokayama.or.jp/ibara/index.html
メールアドレス：i-syakyo@ibara.ne.jp

発 行 者
〒715-0019  井 原 市 井 原 町1110 番 地
社会福祉法人 井原市社会福祉協議会
電話（0866）621484  FAX（0866）621496
芳井支所  電話 721366  FAX 721363
美星支所  電話 874141  FAX 874170 



2ふれまちだより

ステップ２　地域の現状・ニーズ等を把握します！
　①地域の特性、行政の施策・事業の現状をまとめます。
　②地域で取り組まれている福祉活動や福祉施設などの状況を調べます。
　③住民座談会などにより地域の福祉課題、住民ニーズを把握します。
　④調査、状況把握で収集した情報を整理します。

ステップ３　計画で取り組む課題・方向性を検討します！

ステップ４　目標を設定します！

ステップ５　目標を達成するための取り組みを考えます！
　①目標を達成するための取り組みや仕組みづくりを考えます。
　②地域の資源（人・もの・情報）を利用した具体的な実現方策をまとめます。

地域にある問題・課題について・・・

『自分でできること』『みんなでできること』『各関係機関ができること』
を明確化し、住民によるまちづくりを効率よく行うための基盤づくりが重要です。

井原市地域福祉活動  計画を策定します！

井原市社協は“いつまでも住み続けたい まちづくり”
　　　　　をめざしてみなさんとともに 取り組みます！

アナタが主役！　
アナタの出番！　
あなたの声を

聞かせてください！

 井原市地域福祉活動計画・
　　 井原市地域福祉計画策定委員の募集
　誰もが心豊かに暮らしていける地域社会の実現に向けた地域福祉の推進
を目的に市が策定する「井原市地域福祉計画」と、社会福祉協議会が策定
する「井原市地域福祉活動計画」とを協力連携して一体的に策定します。そ
の策定委員として協力していただける方を募集します。
　対　　象　地域福祉の推進に熱意を有する人、または福祉活動、ボラン
　　　　　　ティア活動などに関心の高い人
　内　　容　平成 25・26 年度に数回開催される策定委員会への参加など
　募集人数　３名
　申込締切　６月１４日（金）
　申込方法　井原市社会福祉協議会
　　　　　　または井原市役所福祉課に備え付けの申込書を提出
　　　　　　（ホームページからのダウンロードも可）
　《問い合わせ先》　井原市社会福祉協議会 （☎６２‐１４８４）
　　　　　　　　　井原市役所１階福祉課 （☎６２‐９５１６）
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地域福祉活動計画ってなあに？
～誰もが住み慣れた地域で安心して暮らしていくために～
　地域福祉活動計画は『いつまでも住み続けたいまちづくり』を目指し、地域福祉の推進を図る
ために社会福祉協議会が中心となって、地域のさまざまな個人や団体の声を幅広く取り入れなが
ら、その目標へ到達するための取り組みの指針を示した「住民による住民のための計画」です。
　また、井原市においては、行政計画である「井原市地域福祉計画」を策定します。この二つの
計画の目標は、共に地域福祉の推進を目指すものでありますので、策定の過程を共有するなど、
市と社協が協働し今年度から２カ年をかけて一体的に策定します。

ステップ１　住民等の主体的参加を促します！
　①情報の提供
　　　広報誌、インターネット、井原放送などにより、福祉活動の推進
　　や地域福祉活動計画づくりに関する情報を提供します。

　②講演会などのイベントの開催
　　　福祉に関する講演会などにより、
　　地域住民全体の意識啓発を図ります。

　③住民座談会などの開催
　　　地域単位で座談会を行い、計画

　　づくりへの住民等の参加を呼びか

　　けます。

井原市地域福祉活動  計画を策定します！

井原市社協は“いつまでも住み続けたい まちづくり”
　　　　　をめざしてみなさんとともに 取り組みます！

みんなの
井　原

みんなで
井　原
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新年度予算決定！！新年度予算決定！！

法人運営事業
　理事・評議員会で社協の運営方針などを決めて事業運営を行います。

予算額　43,089千円

介護保険事業
　介護が必要な方に、質の高いサ
ービスの提供を行います。
◎訪問介護事業
◎居宅介護支援事業
◎やすらぎセンター事業

　　　　　予算額　122,377千円

在宅福祉事業
　福祉用具・チャイルドシー
ト等が必要な方に、貸し出し
を行います。

予算額　9,117千円

ボランティアセンター活動事業
　市内で積極的にボランティア活動を展開
している団体や学
校に対し、助成・
援助を行います。

予算額1,678千円

地域福祉活動基金運営事業
◎ふれあい料理教室（芳井）
◎一人暮らしふれあい交流事業（美星）

予算額　664千円　

交通遺児福祉基金運営事業
　交通事故で親を亡くした児童に激励
金を交付します。

予算額　100千円

老人福祉センター事業
◎井原市芳井老人福祉センター事業

予算額　6,782千円

すぱーく美星管理運営事業
◎ゲートボール場管理運営

予算額　400千円

生活福祉資金貸付事業
　生活困難で他から援助を受けることができない方に
対して、生活に必要な資金の貸付を行います。

予算額　2,220千円

改善センター等管理運営事業
◎改善センター管理運営
◎老人憩いの家管理運営

予算額　7,807千円

共同募金配分金事業
◎市民啓発事業（ふれまちだより年6回発行）
◎障害者福祉推進事業（障害者団体への助成）
◎市内ボランティア協力校（２１校への助成）
◎井原市社会福祉大会　　
◎ボランティア推進事業
　・地域力パワーアップ講座
　・サロン研修会開催
　・ボランティア交流会開催
　・ボランティア推進団体助成等
◎福祉機器（電動ベッド等）購入
◎その他（地域福祉・在宅福祉活
　動の推進）

　　　　　  予算額　7,432千円

●経常経費補助金収入
　 予算額　  220千円
●受託金収入
　 予算額 7,807千円
●事業収入
　 予算額　  180千円

歳出総額　262,929千円

歳出総額 8,207千円

事業計画・予算事業計画・予算事業計画・予算
　社会福祉法人井原市社会福祉協議会では、 平成25年3月25日、井原市総合福祉センターにて理事・評議員会を
開催し、平成25年度事業計画及び一般会計  ・特別会計の予算などが次のとおり承認されました。
 

1. 地域福祉・在宅福祉の総合的推進と支援活動の強化
2. ボランティア活動の振興
3. 介護保険事業・障害者自立支援事業の適正な経営及びサービスの充実
4. 福祉サービスの質の確保及び従事者の資質の向上
5. 地区社会福祉協議会活動の充実・活性化

地域福祉活動推進事業
　「ふれあい・たすけあい・ささえあい」のまちづくりを目指します。
◎ご近所福祉ネットワーク活動
◎はーとふるカプセル
◎ふれあい福祉相談
◎日常生活自立支援事業
◎その他（地域福祉活動の推進）

　　　　　　　　予算額　30,318千円

5つの重点目標5つの重点目標

障害福祉サービス事業
　発達が気になるお子さんが
日常生活における基本的動
作を習得し、集団生活に適応
することができるよう適切な
サービスを行います。
◎あゆみ園事業
◎障害者相談支援事業

予算額　16,608千円

いばらサンサン交流館事業
　趣味や教養、世代間交流を通
じて健康づくりを応援します。

　　　 予算額　22,544千円

特 別 会 計

一 般 会 計
歳入総額

262,929千円
一般会計

歳入総額 8,207千円

平成25年度平成25年度平成25年度 歳入総額
262,929千円
一般会計

会費収入
市民の皆さまからの会費により
地域福祉の積極的な事業展開を

図ります。
予算額　5,850千円

寄付金収入
皆さまからの香典返し等の寄付金
を、貴重な浄財として地域福祉活動
に使わせていただきます。
予算額　6,000千円

経常経費補助金収入
社会福祉協議会が福祉サービスを行う
ために必要な経費を井原市からの補
助金で市民の福祉ニーズにこたえます。

予算額　42,105千円

受託金
福祉サービスの充実を図るため、井
原市等からの助成を受け事業展開

します。
予算額　51,981千円

事業収入
各種事業サービスにおける利用料

収入です。
予算額　3,954千円

介護保険等収入
介護保険事業で利用された介護
サービスに対する収入です。
予算額　123,255千円

共同募金配分金収入
「じぶんの町を良くするしくみ」
として皆さまから寄せられた

大切な募金です。
予算額　7,223千円

その他の収入

予算額　11,723千円

収支差額充当額

予算額　10,838千円
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相談内容 日　　　　時 内　　　　容

ふ れ あ い
福 祉 相 談

月〜金曜日　8：30 〜17：00
日常生活上の心配ごと・
悩みごとなどのあらゆ
る相談

法 律 相 談

６/４㈫　　 10：00 〜15：00
７/２㈫　　 13：00 〜16：00

法律上の難しい問題の
相談（財産・相続・金銭
貸借・境界等）1件 30分
以内で事前に予約必要
予約先：井原市社会福祉協議会

５/21 ㈫　   10：00 〜15：00
【井原市社会福祉協議会 美星支所】

療 育 相 談

月〜金曜日　8：30 〜17：00

就学前の子どもたちに関す
る心配や悩みごとの相談

介 護 相 談 家庭介護や各種サービ
スに関する相談

結 婚 相 談 ６/14 ㈮・７/12 ㈮
　13：30 〜15：30 結婚に関する相談

行 政 相 談

５/23 ㈭・６/13 ㈭・６/27 ㈭
７/11 ㈭

10：00 〜12：00
【井原市総合福祉センター】

行政全般に関わる相談

（道路・住宅・公害）

６/20 ㈭・７/18 ㈭
9：00 〜11：00

【 芳 井 老 人 福 祉 セ ン タ ー】

５/21 ㈫・６/18 ㈫
10：00 〜12：00

【美星農村環境改善センター】

ふれあい福祉相談センター
秘密厳守／相談無料 問い合わせ、予約は

　井原市社会福祉協議会　☎62−1484

問い合わせ先
　協働推進課 市民活動係　☎62−9508
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し
た
　
井
原
市
社
会
福
祉
協
議
会

平
成
25
年
2
月
16
日
〜
平
成
25
年
4
月
15
日
（
敬
称
略
）

◇
香
典
返
し
・
満
中
陰
志

亡
父  
木
之
子
町  

内
田
富
太

亡
母  
七
日
市
町  

齋
藤　

進

亡
母  

青
野
町　

  

西
田
秀
晴

亡
父  

井
原
町　

  
今
井
忠
秋

亡
夫  

西
江
原
町  
大
山　

都

亡
父  

井
原
町　

  

横
山
雅
之

亡
父  

西
江
原
町  

實
安
隆
造

亡
夫  

井
原
町　

  

山
名
淳
子

亡
母  

井
原
町　

  

山
名
敏
之

亡
妻  

井
原
町　

  

祐
實
範
行

亡
母  

井
原
町　

  

妹
尾
一
成

亡
義
母 

七
日
市
町  

坂
本　

等

亡
父  

上
出
部
町  

安
井
義
昭

亡
母  

木
之
子
町  

野
宮
直
樹

亡
父  

井
原
町　

  

猪
原
章
弘

亡
父  

西
江
原
町  

三
宅
淳
也

亡
母  

七
日
市
町  

片
山
浩
二

亡
母  

福
山
市　

  

名
倉
勝
三

亡
父  

西
江
原
町  

加
賀
佳
道

亡
妻  

木
之
子
町  

吉
武　

強

亡
母  

笹
賀
町　

  

久
安
元
春

亡
長
男 

木
之
子
町  

野
宮
増
夫

亡
父  

東
江
原
町  

房
野
泰
行

亡
父  
上
出
部
町  

井
上
猛
志

亡
父  
下
出
部
町  

黒
木
重
夫

亡
義
父 

大
江
町　

  

谷
中
俊
治

亡
母  

大
江
町  　

谷　

研
二

亡
母  

笹
賀
町　

  

佐
藤
義
夫

亡
父  

木
之
子
町  

井
上
裕
介

亡
祖
母 

芳
井
町
吉
井 

久
田
信
義

亡
父  

芳
井
町
吉
井 

初
崎
敏
文

亡
妻  

芳
井
町
種  

橋
本
誠
夫

亡
長
女 

芳
井
町
西
三
原 

山
室
幸
治

亡
父  

芳
井
町
与
井 

山
成　

洋

亡
母  

芳
井
町
川
相 

河
合
靖
夫

亡
義
母 

芳
井
町
井
山 

釋
圍
義
證

亡
母  

芳
井
町
天
神
山 

西
岡
譲
二

亡
夫  

芳
井
町
池
谷 

鳴
川　

操

亡
父  

芳
井
町
川
相 

河
合
成
樹

亡
母  

美
星
町
烏
頭 

井
口
博
行

亡
父  

美
星
町
黒
忠 

川
上　

学

亡
父  

美
星
町
明
治 

山
室
和
彦

亡
夫  

美
星
町
黒
忠 

三
好
信
子

亡
母  

美
星
町
星
田 

渡
辺
祐
吉

亡
母  

美
星
町
三
山 

長
谷
川
治
郎

亡
夫  

美
星
町
東
水
砂 

妹
尾
寿
賀
子

亡
母  

美
星
町
三
山 

川
上　

勤

亡
母  

美
星
町
明
治 

岡
本
一
郎

亡
母  

美
星
町
星
田 

亀
山　

進

亡
母  

美
星
町
烏
頭 

井
口　

正

亡
夫  

美
星
町
星
田 

稲
葉
ユ
キ
コ

亡
母  

美
星
町
西
水
砂 

金
尾　

一

亡
母  

美
星
町
黒
忠 

山
木
一
男

亡
父  

美
星
町
黒
忠 

竹
井
賢
二
朗

亡
夫  

美
星
町
星
田 

藤
田
文
江

◇
病
気
見
舞
い
返
し
に
か
え
て

美
星
町
星
田　
　

川
上
政
雄

美
星
町
黒
忠　
　

三
宅
光
雄

◇
福
祉
器
具
借
用
の
お
礼
と
し
て

芳
井
町
吉
井　
　

三
宅　

昇

美
星
町
星
田　
　

渡
辺
祐
吉

美
星
町
三
山　
　

長
谷
川
治
郎

美
星
町
東
水
砂　

妹
尾
寿
賀
子

美
星
町
西
水
砂　

鷹
家
弘
平

◇
一
般
寄
付

下
出
部
町　
　
　

沼　

信
男

門
田
町　
　
　
　

広
田
久
子

青
野
町　
　
　
　

朝
原
博
子

芳
井
町
西
三
原　

森
原
茂
夫

◇
物
品
寄
付

上
出
部
町　
　
　

松
原
い
づ
み

芳
井
町
西
三
原　

森
原
茂
夫

　 「
花
を
咲
か
す
」

　
「
あ
っ
、
乾
い
と
る
！
」

　

Ａ
君
は
そ
う
言
い
な
が
ら
自

分
の
パ
ン
ジ
ー
の
鉢
を
大
事
そ
う

に
か
か
え
て
、
上
下
に
揺
す
っ
た
。

そ
し
て
、
お
も
む
ろ
に
、
水
を
や

り
始
め
た
の
で
あ
る
。

　

去
年
の
夏
の
終
わ
り
頃
、
木
之

子
中
の
３
年
生
85
名
は
総
合
学

習
で
一
人
一
鉢
運
動
の
花
を
植
え

る
こ
と
に
な
っ
た
。
パ
ン
ジ
ー
や

ビ
オ
ラ
の
苗
が
配
ら
れ
た
が
、
そ

の
折
、
一
言
ア
ド
バ
イ
ス
が
添
え

ら
れ
た
。

　
「
水
の
や
り
す
ぎ
は
根
腐
れ
の

元
。
鉢
を
両
手
で
か
か
え
て
軽

か
っ
た
ら
、
水
、
や
る
ん
で
。」

　

そ
の
助
言
を
忠
実
に
守
り
、
今

朝
も
、
ほ
ほ
え
ま
し
く
、
ま
た
か

わ
い
い
仕
種
で
自
分
の
花

の
鉢
を
持
ち
上
げ
て
揺

す
る
の
だ
。
そ
ば
で
眺

め
な
が
ら
つ
ぶ
や
い
た
。

み
ん
な
、
自
分
の
花
を

咲
か
せ
て
ほ
し
い
な
。

 井原市社会福祉協議会
　　ボランティアセンター登録団体
 『栄養ボランティアいばら』助成報告

公益財団法人  
車両競技公益資金
　　記念財団より
炊飯器購入助成


